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標茶町土木建設業協会による地域社会貢献事業の一環として、総合社会福祉センターグラウンドの整地（５月９日）

　ボランティアの皆様のご協力のもと、種芋（キタアカリ、メークイン等）を植え付けました。
しべちゃコスモス畑開き（５月15日）
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　今、日本の福祉は「地域共生型社会」を目指しています。それは、少子高齢化・人口減少、地域社会の脆弱化等、
社会構造の変化の中で、人びとがさまざまな制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を越えて、
地域住民や地域の多様な主体が参画し、世代や分野を越えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、
地域をともに創っていく社会です。
　核家族化や担い手不足等により、孤立する人も増える中、今までの支え合いの図式は希薄となり、今となっては
他人同士であっても、人と人とのつながりを持てること自体がセーフティネットになる時代を迎えています。つま
り、公的サービスや専門職による寄り添う支援と、地域住民同士で気に掛け合うつながり、支え合いの関係性の両
輪が求められています。
　本会としてのこれまで取り組んできた事業を基に、今後は地域福祉の基盤強化を行い、今回のコロナウイルス蔓
延のような未曾有の事態にも臨機応変に対応できる地域社会の構築を目指して事業活動を展開します。
　上記の基本方針に則り、以下、５つの重点目標に基づく取り組み結果、ならびに各種事業についての報告を行い
ます。

令和４年度重点的事業
　全般的に令和３年度同様、新型コロナウイルス流行の関連で、事業中止が続きました。特に集合で行うイベント
や、訪問活動に制限がある中、流行の合間を縫って部分的に活動できました。事業実施できなかった項目について
は、引き続き令和５年度に取り組みを行っていきます。

令和４年度
社会福祉法人 標茶町社会福祉協議会事業・決算報告

■基本方針（再掲）

■重点目標

１．地域福祉の推進
�　元より町内各地域に、標茶町社協地区部会の組織化
が進んでおり、活動助成金を活用いただきながら地区
活動に取り組んでいただいております。そのような町
内会・地域会活動自体が中止に追い込まれている状況
もあり、訪問して活動に参加させていただく、または
お話を聞く機会を持つことができませんでした。令和
５年度も継続して社協と地区部会のつながりを持てる
よう働きかけをしていきます。
２．第７期地域福祉実践計画の策定
�　令和４年12月９日～令和５年３月10日までの期間に、
25名の委員と社協職員による策定委員会を７回にわた
り実施しました。内容としては「第６期地域福祉実践
計画計画の見直し」「地域共生社会とは」「委員とのグ
ループワークによる意見交換」を行いました。後半で
は、第７期地域福祉実践計画の案に沿って、細かな内
容について検討することができました。令和４年度内
に冊子を作成し、関係機関に配布をいたしました。
３．災害・防災の事業推進
�　近年、日本は毎年のように自然災害が発生しており、
社協としては激甚災害などの甚大な被害がある場合に
は、災害ボランティアセンターが社協に開設されます。
�　災害に関する研修について、集合開催することは今
年度できませんでした。
�　標茶町社協としては、有事に備え標茶町との災害協
定の締結に向けて内容の検討を重ね、令和５年度の締
結調印に向けて行政担当との話し合いや準備を進めて
います。また、釧路管内の各社協とも連携を持ちなが
ら、災害マニュアルの作成検討や情報交換を行ってい
ます。

４．既存社協事業の改善・見直し
�　令和４年度については、①小地域福祉活動（地区部
会等）への積極的関与、②災害ボランティアセンター
機能の周知、③広報紙・SNSによる情報発信方法の工
夫、④福祉運動会の事業内容の検討等重点項目として
いました。
①�地区部会への具体的なアプローチは、活動内容を具
体的に社協が理解していくことが目標でしたが、１
地区の代表の方にお話を伺うまでとなりました。次
年度以降継続して取り組んでいきます。

②�災害ボランティアセンターについて、職員が研修に
参加し、災害都度に刷新されていく仕組みについて
の学習や情報収集を行いました。

③�広報誌（年４回発行）を継続して行い、SNS
（Facebook）令和５年度公開に向けて、プライバシー
ポリシーの作成とページ作成まで行いました。

④�福祉運動会の実行委員会での検討を重ね、参加者の
固定化や高齢化などの理由により運動会は終了とし、
対象を広く一般町民として集える事業として「ふれ
あいひろば」へ事業変更となりました。令和４年度
は実施できず、令和５年度から開催予定です。

５．社協創立70周年記念事業
　　標茶町社会福祉協議会が昭和27年10月17日に創立
されてから本年で70年の節目となり、記念誌の刊行と
記念式典を計画しておりましたが、コロナ関連で当初
予定の11月は延期となりました。令和５年３月８日に
記念式典（表彰式）ならびに映画上映２回を実施する
ことができました。
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令和４年度 社会福祉法人標茶町社会福祉協議会法人運営事業会計収支決算書
自　令和４年４月１日　　至　令和５年３月31日

（単位:円）

勘定科目 当初予算額 決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
の
部

会費 1,400,000 1,396,300 3,700
個人会費収入 800,000 819,300 △ 19,300
特別会費収入 500,000 470,000 30,000
賛助会費収入 100,000 107,000 △ 7,000

寄付金収入 720,000 595,050 124,950
一般寄付金収入 600,000 460,050 139,950
経常経費寄付金収入 120,000 135,000 △ 15,000

経常経費補助金収入 47,205,000 47,186,700 18,300
市区町村補助金収入 47,205,000 47,186,700 18,300

共同募金配分金収入 2,664,000 2,832,158 △ 168,158
一般募金配分金収入 1,664,000 1,664,358 △ 358
歳末たすけあい配分金収入 1,000,000 1,167,800 △ 167,800

受託金収入 3,684,000 3,829,067 △ 145,067
市区町村受託金収入 3,292,000 2,879,600 412,400
都道府県社協受託金収入 392,000 949,467 △ 557,467

貸付事業収入 150,000 76,490 73,510
償還金収入 150,000 76,490 73,510

事業収入 3,221,000 2,821,930 399,070
利用料収入 3,221,000 2,821,930 399,070

受取利息配当金収入 1,000 347 653
雑収入 54,000 272,970 △ 218,970

事業活動収入計⑴ 59,099,000 59,011,012 87,988

法人運営事業拠点区分拠点区分　貸借対照表（令和 5年 3月31日現在）
第三号第四様式 （単位:円）

資産の部 負債の部
当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減

流動資産 10,351,892 7,954,515 2,397,377 流動負債 2,124,069 1,900,199 223,870
現金預金 5,764,505 6,933,642 △ 1,169,137 事業未払金 857,832 600,375 257,457
事業未収金 4,587,387 1,012,437 3,574,950 その他の未払金 248,605 248,641 △ 36
仮払金 0 8,436 △ 8,436 預り金 1,017,632 799,497 218,135

仮受金 0 251,686 △ 251,686
固定資産 182,416,749 163,972,368 18,444,381 固定負債 5,322,185 7,032,985 △ 1,710,800
基本財産 123,757,708 128,891,543 △ 5,133,835 リース債務 0 34,380 △ 34,380
土地 43,128,597 43,128,597 0 道民間共済退職給付引当金 5,322,185 6,998,605 △ 1,676,420
建物 79,629,111 84,762,946 △ 5,133,835 負債の部合計 7,446,254 8,933,184 △ 1,486,930
定期預金 1,000,000 1,000,000 0 純資産の部

 その他の固定資産 58,659,041 35,080,825 23,578,216 基本金 1,000,000 1,000,000 0
建物 38,056,013 9,267,468 28,788,545 第１号基本金 1,000,000 1,000,000 0
構築物 64,521 76,077 △ 11,556
車輌運搬具 3 58,430 △ 58,427 国庫補助金等特別積立金 21,211,474 21,211,474
器具及び備品 2,498,371 2,581,690 △ 83,319 その他の積立金 12,705,758 16,055,585 △ 3,349,827
有形リース資産 0 30,780 △ 30,780 その他の積立金 6,876,441 7,787,346 △ 910,905
道民間共済会退職預け金 5,322,185 6,998,605 △ 1,676,420 社協運営基金積立金 1,410,718 3,849,680 △ 2,438,962
人件費積立資産 6,876,441 7,787,346 △ 910,905 事業運営安定積立金 4,418,599 4,418,559 40
社協運営基金積立資産 1,410,718 3,849,680 △ 2,438,962 次期繰越活動増減差額 150,405,155 145,938,114 4,467,041
事業運営安定積立資産 4,418,599 4,418,559 40 （うち当期活動増減差額） 2,028,194 1,640,580 387,614
自動車リサイクル預託金 12,190 12,190 0 純資産の部合計 185,322,387 162,993,699 22,328,688
資産の部合計 192,768,641 171,926,883 20,841,758 負債及び純資産の部合計 192,768,641 171,926,883 20,841,758
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勘定科目 当初予算額 決算額 差　異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

支
出
の
部

人件費支出 37,937,000 37,545,231 391,769
事業費支出 6,995,000 6,329,287 665,713
事務費支出 10,554,000 8,413,348 2,140,652
貸付事業支出 150,000 76,490 73,510
共同募金配分金支出 1,971,000 2,144,700 △ 173,700
一般募金配分金事業 971,000 976,900 △ 5,900
歳末助け合い配分事業 1,000,000 1,167,800 △ 167,800

助成金支出 710,000 650,000 60,000
負　担　金 100,000 20,000 80,000
雑　支　出 0 △ 21,684 21,684

事業活動支出合計⑵ 58,417,000 55,157,372 3,259,628
事業活動資金収支差額⑶=⑴−⑵ 682,000 3,853,640 △ 3,171,640
施設整備等補助金収入 21,361,000 21,361,000 0
固定資産取得支出 31,019,000 30,484,330 534,670
固定資産除却・廃棄支出 887,000 1,048,670 △ 161,670
ファイナンスリース料 367,000 34,380 332,620
施設整備等による支出 32,273,000 31,567,380 705,620
施設整備等による収支差額⑷ △ 10,912,000 △ 10,206,380 △ 705,620
人件費積立資産取崩収入 0 910,980 △ 910,980
社協運営安定積立資産取崩収入 3,000,000 2,439,000 561,000
事業運営安定積立資産取崩収入 1,976,000 3,000,000 △ 1,024,000
コスモス積立資産取崩収入 0 0 0
拠点区分間繰入金収入 0 3,500,000 △ 3,500,000
事業区分間繰入金収入 3,500,000 0 3,500,000
サービス区分間繰入金収入 1,684,000 4,694,235 △ 3,010,235
道民間共済退職金返還金収入 2,338,000 2,337,200 800
その他の活動による収入⑸ 12,498,000 16,881,415 △ 4,383,415
人件費積立資産支出 0 75 △ 75
社協運営基金積立資産支出 0 38 △ 38
事業運営安定積立資産支出 0 3,000,040 △ 3,000,040
サービス区分間繰入金支出 1,684,000 4,694,235 △ 3,010,235
道民間共済退職預け金支出 769,000 660,780 108,220
その他の活動による支出⑹ 2,453,000 8,355,168 △ 5,902,168
その他活動資金収支差額による収支計⑺＝⑸−⑹ 10,045,000 8,526,247 1,518,753
当期資金収支差額合計⑻=⑶＋⑷＋⑺ △ 185,000 2,173,507 △ 2,358,507

前期末支払資金残額⑼ 6,054,316

当期末支払資金残額⑽＝⑻＋⑼ 8,227,823

（単位:円）
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総合社会福祉センター内　標茶町安心サポートセンター　電話 486-7883

■
目
　
的

　
高
齢
化
や
障
が
い
な
ど
を
抱
え
て
自
己
の
意
思

決
定
や
判
断
が
難
し
く
な
り
、
生
活
を
送
る
う
え

で
、
金
銭
管
理
や
契
約
行
為
な
ど
、
何
ら
か
の
支

援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、

後
見
人
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
本
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
　
象

　
標
茶
町
に
お
住
ま
い
で
、
成
年
後
見
人
、
市
民
後
見
人
な
ど
の
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

令
和
５
年
度

標茶町社会福祉協議会業務報告
（３月～５月）

標茶町社会福祉協議会行事等予定
（７月～９月）

３月１日 第７期地域福祉実践計画第６回策定委員会

　６日 令和４年度第２回総務・厚生・地域改善
ボランティア部会会議

　８日
標茶町社会福祉協議会創立70周年記念事
業「標茶町社会福祉貢献者表彰」・「令和
４年度第54回標茶町社会福祉研究大会」

10日 第７期地域福祉実践計画第７回策定委員会

14日 令和４年度第２回標茶町ボランティアセ
ンター運営委員会

　　　　 令和４年度第２回指定就労継続支援Ｂ型
事業所しべちゃコスモス運営委員会

22日 令和４年度第４回理事会
24日 令和４年度標茶町心配ごと相談員会議

29日 令和４年度第２回安心サポートセンター
運営委員会

31日 令和４年度第３回評議員会
４月３日 会長訓示

12日 令和５年度第１回標茶町共同募金委員会
理事会・評議員会

　25日 令和５年度第１回社協正副会長会議
5月31日 社協定期・決算監査

７月７日 令和５年度ボランティア養成講座①

13日 釧路地区老人クラブ連合会東ブロック研
修会

14日 令和５年度ボランティア養成講座②

15日 令和５年度標茶町戦争犠牲者追悼式

８月15日 釧路地区戦没者慰霊祭

中旬 社協定期監査

25日 釧路地区身体障害者福祉協会スポーツ
交流会

下旬 社協正副会長会議

９月３日 全道障害者スポーツ大会（釧路管内）

７日 釧路地区老人クラブ連合会パークゴル
フ大会

中旬 令和５年度第３回理事会

15日 釧路地区ボランティア研修会

●募集人数
　15名程度
●日　　時
　①令和５年８月22日㈫　②８月31日㈭
　午後１時～３時
●場　　所
　標茶町総合社会福祉センター
　（1階大広間および２階会議室）
●内　　容
　①釧路市の成年後見センターについて
　　釧路市社会福祉協議会　博田　秀治 氏
　①釧路市の市民後見人の実践について
　　市民後見人・支援員　　森本　　博 氏
　②任意後見制度
　　（法定後見制度との違いについて）　　　　
　　　司法書士（厚岸町）　 長谷川博一 氏
　②標茶町安心サポートセンターまもるの現状
　　　標茶町社会福祉協議会

お問い合わせ

標
茶
町
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
開
催
要
項

※行事等、中止または予定変更となる場合があります。
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標
茶
町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

〜
町
民
皆
で 

恒
久
平
和
を
誓
い
合
い
ま
し
ょ
う
〜

■と　き　令和５年７月15日㈯
　　　　　午前10時～午前11時

■ところ
　標茶町コンベンションホール「うぃず」

■内　容　参加者全員による献花

■主　催
　戦争犠牲者追悼式実行委員会
　•標茶町　　•標茶町農業協同組合
　•標茶町森林組合　　•標茶町商工会
　•標茶町遺族会　　•標茶町自治会連合会
　•連合北海道標茶地区連合会
　•標茶町老人クラブ連合会
　•標茶町女性団体連絡協議会
　•標茶町社会福祉協議会（各地区部会）

※ （追悼式にご臨席の際は、マスクの着用を推奨し
ます。）

　５月26日、令和５年度釧路地区老人クラブ連合会総会が釧路
市で開催され、釧路地区老人クラブ功労者授賞式が執り行わ
れ、標茶町老人クラブ連合会から阿歴内鶴亀会の菅原　茂�様
が、役職を通算７年以上就任し、会の育成指導・運営に尽力さ
れたことで表彰されました。

　標茶町老人クラブ連合会の会員数が年々
減少し、９クラブ（標茶親老会・虹別虹友
会・磯分内親友会・弥栄福寿会・茶安別長
生会・上茶安別松竹会・阿歴内鶴亀会・中
御卒別幸友会・厚生新老会）157名の会員で
活動しています。老人クラブ連合会事務局
では、老人クラブに入りたい！活動内容を
知りたい！などの相談も受けておりますの
で、お気軽にお問い合わせください。

問い
合わせ

社会福祉法人標茶町社会福祉協議会
総合社会福祉センター内
標茶町川上10丁目１番地

電話 485-2503  ファクス 485-1679

　５月26日、令和５年度釧路地区老人クラブ連合会総会が釧路
市で開催され、釧路地区老人クラブ功労者授賞式が執り行わ
れ、標茶町老人クラブ連合会から阿歴内鶴亀会の菅原　茂�様
が、役職を通算７年以上就任し、会の育成指導・運営に尽力さ
れたことで表彰されました。

　標茶町老人クラブ連合会の会員数が年々

標茶町老人クラブ連合会の活動について

「左阿歴内鶴亀会　菅原　茂　様」 標茶町老人クラブ連合会の
今後の事業・行事予定について

７月₁₃日 釧路地区老人クラブ連合会東ブロック研修会
場所：標茶町コンベンションホールうぃず

９月７日 第20回釧路地区老人クラブ連合会パークゴルフ大会
場所：標茶町ときわパークゴルフ場

₁₀月₁₀日
～₁₁日

釧路地区老人クラブ連合会会員リーダー研修会
（１泊２日）
場所：釧路市阿寒町阿寒湖畔ニュー阿寒ホテル

₁₃日 第27回標茶町シルバフェスティバル
（第55回標茶町老人クラブ福祉園芸大会）

総合社会福祉センター内 標茶町老人クラブ連合会　電　話　485-2503お問い合わせ
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 災害に対するご家族での備え、日ごろから準備していますか？
「自助」「共助」「公助」について

� 　「災害はひとごと」とおもっていませんか？いつどこにやってくるかわかりません。
大地震や豪雨などの自然現象は、人間の力ではくい止めることはできませんが、災害による
被害は、わたしたちの日頃の努力によって減らすことが可能です。

「自助とは」
●自分（家族）の身は自分（家族）で守る。
　この考えのもと、日ごろから災害に対して備えたり、発災時には事前に避難したりするなど、自分（家
族）で防災に取り組むことを言います。
「共助とは」
● 災害時に自分（家族）の安全を確保したのちに、地域や
組織のみんなと助け合うことです。
　万が一の時にお互い円滑に助け合うことができるよう、
日ごろから協力できるような関係づくりをしておくことも
大切です。
「公助」
●行政機関等（消防・警察・自衛隊など）が守る。
　国、自治体、消防、警察、自衛隊などによる公的な救助・災害支援や復旧活動のことです。ブッシュ
型支援（避難所への水・食料の提供）、ライフラインの復旧、情報収集と発信・伝達、避難所の開設な
どがあります。

では、具体的にどのような防災対策があるのでしょうか？
（一例を紹介しますので、参考にしてください。）

■自助（個人・家庭）での防災対策
◦発災後３日間乗り切る人数分の備蓄（可能であれば７日分の備蓄）
◦�水（１人分の目安：３リットル/１日当たり）・食料（１人分の目安：３食/１日当たり）・災害
用トイレ（１人分の目安：５回/１日当たり）
◦�日用品の備蓄・防災セットの準備・家具の転倒防止・ハザードマップの入手・避難時の避難経路
や避難場所の確認・緊急連絡先などの事前確認・防災訓練の参加など
■共助（地域・組織・グループ）での防災対策
　共助の具体的な内容は、地域におられる災害時要援護者の避難の際に協力したり、地域の方々と
消火活動を行うなどといった行動が挙げられます。
　また、平時に自主防災組織の活動に参加するのも共助のひとつです。
　自主防火組織とは地域などで自主的に防災活動を行う組織のことを指します。
　自主防災組織の活動は、大規模災害の発生に備えて地域内の安全点検や防災知識の啓発を行った
り、初期消火訓練や搬送訓練など防災訓練を行ったりします。
　また、実際に地震などの災害発生時には初期消火活動、被災者の救出・救助、情報の収集や避難
所の運営といった活動を行います。

次回の10月号で、災害被害を少なくする「ふだんからの地域のつながり」について特集いたします。

　地震・津波・台風・洪水など、自然災害はいつ起こるかわかりません。少しでも災害被害を軽減する
よう、みんなで力を合わせて平時から備えを！

その4

災害による被害を、できるだけ小さくする取り組み

自助

共助 公助

自分の事は、
自分でやる。家族や地域等、

周囲が支える。

行政等の公的
な支援。
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社会福祉法人標茶町社会福祉協議会 標茶町総合社会福祉センター内
〒088-2312 標茶町川上10丁目１番地
電話 485-2503　ファクス 485-1679
HP：www.shibecha-shakyo.jp

ボランティアセンター愛情銀行預託状況 令和５年３月10日～令和５年６月９日

皆様の善意にご寄付をお寄せいただき
ありがとうございます。

皆さまからお寄せいただいた預託金や物品は、
地域福祉の向上のために有効活用させていただきます。

金銭預託

発行

物品預託

住　所 氏　　名 預　託　内　容
平　和 羽　石　仁　郎 標茶町から移転のため、お世話になったお礼として
平　和 山　本　和　江 亡母の生前のお礼として
茶安別 茶安別シルバーパークゴルフ同好会 茶安別シルバーパークゴルフ同好会の残預金として
沼　幌 菅　原　満　則 入学祝返しを廃して

匿　　　　名 会の解散により
匿　　　　名 一円玉・五円玉貯金を愛情銀行へ金銭預託として

住　所 氏　　名 預　託　内　容
富　士 畠　山　　　保 プルタブ　　�2,135ｇ
開　運 山　本　佳代子 プルタブ　　　250ｇ
旭 ドレミ調剤薬局 プルタブ　　　500ｇ
開　運 開運町内会 プルタブ　　�2,725ｇ

匿　　　　名 衣類等
虹　別 山　本　フミ子 使用済切手　　673枚

匿　　　　名 使用済切手　　251枚
磯分内 粥 川 　 隆 未使用はがき　�80枚　　未使用切手他

匿　　　　名 衣類（子供服）等
匿　　　　名 使用済切手　　570枚

標茶町ボランティアセンター

目的： 活動の内容を問わず、人と人が関わるボランティアや福祉活動を行っていくうえで、対人コミュ
ニケーションは欠かせない視点です。今後のボランティア活動を担っていただける人材を育成す
ることを目的に本養成講座を実施します。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●～ひとの話しにこころを傾ける令和５年度 ボランティア養成講座　開催要項

報 情
Information

■対　　象　�標茶町にお住まいで、ボランティア活動に興味がある方、傾聴を学びたいと思う方
■日　　時　①令和５年７月７日㈮　②７月14日㈮　午前10時～午後３時　※昼食休み（12時～１時）
■場　　所　�標茶町総合社会福祉センター（２階会議室）
■募集人数　15名
■内　　容　①ボランティア活動とは・傾聴についてのミニ知識　　相談面接の技法について（DVD学習）
■進　　行　①標茶町社会福祉協議会職員　佐藤めぐみ
■内　　容　②人の話をきく・哲学対話とは　　哲学カフェを体験してみましょう
■講　　師　②Third�Field　天野　哲　氏　（釧路市）

●釧路地区ボランティア研修会のお知らせ●
■日時　令和５年９月15日㈮　11：00～15：00
　　　　（場所�浜中町総合文化センター）
■内容　調整中

ボランティア愛ランド北海道2023は、
中止となります。


